
アクティブ福祉in東京’17

ケアの底力、
見せます。

高齢者福祉施設・事務所で働く職員が、介護現場での実践・研究を学会形式で発表する大会です。
高齢者福祉に関心のある方はどなたでもご参加いただけます。

東京都地域密着型協議会
特定非営利活動法人 東京都介護支援専門員研究協議会
日本介護福祉学会
日本福祉介護情報学会
一般社団法人 日本在宅介護協会東京支部

社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施設協議会　アクティブ福祉in東京実行委員会

社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 東京都介護保険居宅事業者連絡会

東京都
一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟
公益社団法人 東京社会福祉士会
公益社団法人 東京都介護福祉士会
公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会 東京部会
一般社団法人 東京都老人保健施設協会

※開催中に大会事務局にて写真撮影等を行います。撮影した写真等は、東社協東京都高齢者福祉施設協議会の広報誌、ホームページ等に掲載されることがあります

主　催 後　援

共　催

東京都高齢者福祉施設協議会
マスコット「アクティブル」

 　　 高齢者福祉実践・研究大会第12回

記念講演 15:15-16:30

2017/9/27Wed.
9:20-17:00（会場：京王プラザホテル）

荒木 由美子さん
タレント

テレビ・ラジオの司会・コメンテーターとして、また
介護や家族についての講演や執筆活動でご活躍の
荒木由美子さんにご登壇いただきます。
結婚直後より約 20年の間、義母の介護をしてきた
荒木さん。
認知症の家族を支え続けてきた立場により、介護に
対する思いを語り、そして、福祉・介護の現場で働く
人々へのメッセージを寄せていただきます。

ランチョンセミナー開催！
昼食を召し上がりながら、
セミナーの聴講ができます。

都内の高齢者福祉施設や介護
事業所の職員が、日頃の実践・
研究を発表する大会です。

　口演発表　79題
ポスター発表 10題



第12回 高齢者福祉実践・研究大会
「アクティブ福祉 in 東京’17」

　東京都内の高齢者福祉施設・居宅事業者等の職員が、日頃の介護現場での取組みや実践、施設・事業所
全体での研究や個人・グループによる研究など、様々な取組みを発表する大会です。（学会形式）

日　　程　　平成29年９月27日（水）　９:20～17:00（受付は8:15～）
会　　場　　京王プラザホテル
　　　　　　東京都新宿区西新宿2-2-1　TEL.03-3344-0111【会場案内図参照】

対　　象　　①東京都高齢者福祉施設協議会　会員事業所の職員
　　　　　　②東京都介護保険居宅事業者連絡会　会員事業所の職員
　　　　　　③高齢者福祉の仕事に関心のある学生
　　　　　　④都内高齢者福祉施設等の利用者、家族、ボランティア　など

参 加 費　　　【一　般】１人 ６,０００円
　　　　　　【学　生】１人 １,０００円　（要 学生証持参）
　　　　　　【発表者】１人 ３,０００円
　　　　　　＊学生の付添教員は、学生とまとめての申込の場合、１人 1,000 円

9：20

13：55

14：05

14：50

15：10

17：00

大会スケジュール

1

●昼食は各自でお取りください。（当日の弁当販売はありません）

〈開会〉
【口演発表】　69題　
　（４階・５階　第１会場～第８会場）
　パワーポイントを使用して１５分間で発表します
【ポスター発表】　10題
　（５階　第９会場）
　ポスターを使用して７分間で発表します

【講演】
　（４階　第１～６会場　５階　第８会場）
　短時間の講習会を開催します

【記念講演】
　（５階　「コンコードボールルームＡ・Ｂ」）
　～認知症の方の介護、その家族の視点～
　登壇者：荒木由美子さん
【授賞式】

〈終了〉

11：30～13：00
【ランチョンセミナー】　p.5参照　
（43階「ムーンライト」「スター
ライト」）
昼食を召し上がりながら、セミ
ナーを聴講いただけます
 要申込・先着順（各部屋80名） 

9：20～15：30
【福祉機器等展示コーナー】
（各会場前　ホワイエ）
福祉機器・食品等の企業担当者
より直接説明を聞くことができ
ます

※ランチョンセミナーのみの申込は
　できません



　　平成29年9月11日（月）までに、下記ウェブサイトから申込ください。
　＊別紙「参加申込書」による申込も受け付ます。必要事項を記入し、FAXにて申込ください。

　　

　※施設、事業所単位でまとめて申込ください。（参加券等を一括して送付いたします。）
　※学校ごとまたはクラスごとで申込の場合、付き添う教員の参加費は１人1,000円です。
　※申込みの際、ウェブの確認画面を各自で必ず保存・印刷してください。ＦＡＸ申込の場合は、「参加申込書」のコピーを　
　　保存してください。

　

　　申込後、以下の口座へ９月15日（金）までに参加費をご入金（お振込）願います。
　　（請求書及び振込用紙は送付いたしません。）

　※申込時に記入した所属（法人名や事業所名）がわかるようにご入金（お振込）願います。
　※振込手数料は、申込者様でご負担ください。
　※領収書はご入金の控え（振込明細など）で代えさせていただきます。
　※一旦ご入金いただいた参加費は、返金いたしかねますので、あらかじめご了承ください。

　　参加費のご入金が確認でき次第、9月22日頃までに「参加券（資料引換券）」を発送いたします。
　　締切後に申込の場合等、９月24日頃までに参加券等が届かない際は、大会当日に「当日受付」まで
　　お越しください。

〔申込の変更・取消（キャンセル）について〕
　参加申込後に変更または取消をされる際は、保存・印刷したウェブの確認画面または参加申込書のコピーを下記まで　　
　FAXでお送りください。 なお、電話での変更・取消はお受けいたしかねますので、あらかじめご了承ください。
　※取消のご連絡をいただいた場合も、一旦ご入金いただいた参加費は返金いたしかねますので、あらかじめご了承ください。

　　変更・取消連絡先　　　　　　株式会社アイフィス　アクティブ福祉in東京’17係
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL.03-5395-1202　FAX.03-5395-1206
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参 加 申 込
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東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施設協議会 ウェブサイト
「アクティブ福祉 in東京」

https://www.tcsw.tvac.or.jp/bukai/kourei/taikai/activeNo12.html

東京信用金庫　江戸川橋支店　
普通　口座番号 ４００２６８６　
口座名義　株式会社アイフィス

「アクティブ福祉 17」で検索！



所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題

第１会場／花A 第2会場／花B 第3会場／花C 第4会場／花D 第5会場／錦

食事・栄養・口腔ケア　 日常ケアの向上 地域ケア・居宅・
ソーシャルワーク

リスクマネジメント・経営・
業務改善・品質・人材育成 認知症ケア

＜　オリエンテーション　＞

＜　休　憩　＞

テーマ

9：20

①  　9：30

②  　9：50

③　10：10

10：25

④　10：35

⑤　10：55

⑥　11：15

11：30

⑦　13：00

⑧　13：20

⑨　13：40

13：55

14：50

14：05

【講　演】

淑徳大学短期大学部
健康福祉学科

長谷川　美貴子 先生
 
 
 
 
 
 

【講　演】

田園調布学園大学
人間福祉学部 社会福祉学科

村井　祐一 先生
 
 
 
 
 
 

【講　演】

東京家政学院大学
現代生活学部 人間福祉学科

西口　守 先生

【講　演】

淑徳大学短期大学部
健康福祉学科
樋田　幸恵 先生

【講　演】

認知症介護研究・
研修東京センター
佐藤　信人 先生

誤嚥性肺炎ゼロ
に向けた口腔ケ
アの取組みと利
用率向上の効果

偕楽園ホーム 
（特養）
糠信　幸輝

介護職員と歯科
衛生士の連携に
よるサービスの
向上

多摩の里 むさし
の園
（特養）
早坂　穣
岩田　恵利香

「ブランチ」を導
入し生活リズム
に変化をつける
ことでもたらさ
れる効果につい
て

風かおる里
（特養）
古野　弘明
吉岡　麻里江

在宅介護におけ
る本人、家族、介
護スタッフのあ
きらめない経口
摂取の取り組み

世田谷ホームヘ
ルプサービス
（訪介）
日比　理恵
竹内　洋子

胃瘻から経口摂
取への取り組み
により利用者の
QOL が向上し
た事例

多摩済生園・多
摩済生ケアセン
ター
（特養）
後藤　敦子
田村　祥子

自立高齢者の健
康寿命増進に必
要なこととは

偕楽荘
（軽費）
篠原　明子

経口摂取への取
り組み

やさしい手三鷹
居宅介護支援事
業所
（居宅）
中川　典子

肺炎入院者の減
少を目指して

ル・ソラリオン
綾瀬
（特養）
山崎　清久

調理師・栄養士
として更なる質
向上の為に、直
接介護に関わる
という具体的取
組み

多摩済生園・多
摩済生ケアセン
ター
（特養）
鈴木　幸子
保坂　咲樹

拘縮の改善・予
防を目的とした、
安楽な姿勢援助
技術研修の効果

等 々 力 共 愛
ホームズ
（特養）
山岡　まゆみ

入浴移乗ボード
の導入プロセス
にみる「持ち上
げない介護」の
推進による効果

砧ホーム
（特養）
三浦　好顕
尾上　里織

臥床時間の長い利
用者の安楽なポジ
ショニングを個々
にアセスメントし、
生活の質の向上を
図る為の研究

けんちの里
（特養）
根井路　明博
渡部　寛望

排泄ケアにおけ
るスキントラブ
ル予防

ファミリーマイ
ホーム
（特養）
田中　孝子
木口　順弘

高齢者に対する
ポジショニング
ケアの取り組み
とその効果に対
する研究

第二南陽園
（特養）
伊藤　純一
藤原　長人

適切な排便時
間・量を促すた
めの、下剤の内
服時間・量の検
討と変更につい
て

吉祥寺ナーシン
グホーム
（特養）
小泉　里沙

高齢化、重度化
に対応した入浴
サロンの実施が
もたらす心身の
効果の研究

第二青陽園
（特養）
近藤　勝幸

機械浴室へのリ
フト導入による
職員の身体的負
担と意識の変化

南陽園
（特養）
菅野　拓哉
飯塚　弘幸

入浴拒否を繰り
返される利用者
への対応につい
て

聖母ホーム
（養護）
神山　かおり
神谷　有紀

よく遊び、よく
学び、よく食べ
る「にこにこ清
風食堂」

清風園
（特養）
上田　勉

地域開放型ス
ペースにおける
認知症カフェの
効果について

泰山
（特養）
中川　文乃

利用者アンケー
トに基づきサー
ビスを一から見
直したデイサー
ビスの取り組み

多摩済生園・
多摩済生ケア
センター
（デイ）
藤原　千夏
関口　一夫

社会福祉法人の
運営するデイ
サービスが地域
に根付いた身近
な施設になるた
めのニーズ調査

高齢者在宅サー
ビスセンター山
吹の里
（デイ）
尾川　次郎

地域包括支援セン
ターが商店などのイ
ンフォーマルな資源
とつながることで地
域の力を引き出すこ
とができた取り組み

西部地域包括支
援センター
（包括）
高橋　久恵
榎本　祐子

地域包括ケアシ
ステムの理想形
を目指して

竹の里
（その他）
見宝　惇

ご利用者が地域
で暮らしている
実感、生きがい
を感じることが
できるデイサー
ビスの取り組み

ウエルガーデン
伊興園
（デイ）
佐々木　由香子
高尾　佳朗

誰もが暮らし続
けられるまちに
しよう
『TSUNAGARI』

養浩荘
（特養）
五十嵐　裕二

お客様に信頼さ
れるショートス
テイの実践

上石神井特別養
護老人ホーム
（特養）
大戸　秀人

書くことにより、
もたらされる認
知症利用者の変
化と効果

光陽苑デイサー
ビスセンター
（デイ）
末岡　申次
塚田　修一

認知症対応型デ
イにおいて高次
脳機能障害の利
用者を受け入れ
た一事例

デイ・ホーム中
丸
（デイ）
大野　範子

認知症当事者と
暮らしやすい地
域づくりを目指
して

鶴川第 1 高齢
者 支 援 セ ン
ター
（包括）
藤田　直

BPSD の緩和に
向けた犬との触
れ合いと職員の
負担軽減につい
ての検証

初音の杜
（ＧＨ）
河西　めぐみ

バリデーション
療法を用いた
BPSDの緩和効
果について

大洋園
（特養）
石川　早恵子
前田　麻菜美

美容福祉師によ
る化粧療法を導
入した効果と今
後の課題

新町光陽苑
（特養）
小高　智美

ハーモニカ演奏
による精神・認
知機能の改善事
例

アゼリーアネッ
クス 
（軽費）
柳澤　恵美
板橋　千尋

通所事業の新た
なる挑戦、介護
保険を使わない
「日曜デイサー
ビス」

千代田区立一番
町高齢者在宅
サービスセン
ター
（デイ）
大竹　ひかり

アジア地域にお
ける介護福祉士
を目指す

東京福祉保育専
門学校
ズーエン、タイ
ン・タイン、エ
ン、ジ ャ ン、
チョー・チョー

ツール（書式・
マニュアル）を
整備し、人事面
接までを体系化
した研修制度

多摩済生園・
多摩済生ケア
センター
（特養）
田中　伸一

実習生に対する
職員の指導力強
化と人材確保に
ついて

富士見台特別養
護老人ホーム
（特養）
櫻本　淳

目指す職員像の
統一、理念教育
の一環として食
事場面に着目す
る接遇改善への
取り組み

ひかり苑
（特養）
田邉　有里
金子　ゆうみ

ショートステイ
利用者獲得の為、
ケアマネジャー
への働きかけの
工夫で成果に繋
がった研究

第3育秀苑
（特養）
棚木　春樹

キャリア段位制
度のツールを活
用した職員の意
識変化の研究に
ついて

久我山園
（特養）
箱山　玄

不適切な対応を
撲滅し、適切な
ケアを実現する
ための取り組み

ゆうあいの郷六
月
（特養）
宮下　綾乃

最新福祉用具を
活用した、介護
職の腰部負担軽
減の取り組み

大泉特別養護老
人ホーム
（特養）
濱渦　江美子

「サ ー ビ ス マ
ナー研修会リー
ダー養成コー
ス」 における研
修の効果に関す
る調査について

高齢者福祉施設
におけるサービ
スマナー研修会 
調査WT
（その他）
谿　直樹

ヒヤリハットの
重要性に関する
啓蒙活動とシス
テムの変更によ
る記録の習慣化

ひのでホーム
（特養）
粕谷　亮輔
榎本　将大

＜　休　憩　＞

＜　休　憩　＞　　※ランチョンセミナー

※（特養）・・・特別養護老人ホーム、（養護）・・・養護老人ホーム、（軽費）・・・軽費老人ホーム、（デイ）・・・デイサービス、（包括）・・・地域包括支援センターまたは在宅介護支援センター、

第12回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉  in 東京’17」口演発表・ポスター発表スケジュール第12回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉  in 東京’17」口演発表・ポスター発表スケジュール
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テーマ

9：20

①  　9：30

②  　9：50

③　10：10

10：25

④　10：35

⑤　10：55

⑥　11：15

11：30

⑦　13：00

⑧　13：20

⑨　13：40

13：55

14：50

14：05

所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 主　題

第６会場／扇 第７会場／コンコードA 第８会場／コンコードＣ

ケアプラン・相談援助 リハビリ・アクティビティ・
レクリエーション医療・看取りケア

＜　オリエンテーション　＞

＜　休　憩　＞

＜　休　憩　＞

＜　休　憩　＞　　※ランチョンセミナー

高齢者の加齢変
化にともなう医
療への取り組み
とその効果につ
いて

つきみの園
（特養）
竹内　由美

感染症集団感染
ゼロを目指して

高砂園
（養護）
倉持　孝美

在宅での看取り
における介護支
援専門員の役割

やさしい手中
野居宅介護支
援事業所
（居宅）
高見　澄子

利用者生活を制
限せずに感染症
ゼロを定着させ
た感染症予防の
取り組み

多摩済生園・多
摩済生ケアセン
ター
（特養）
平井　宣子
池野　真由美

特別養護老人
ホーム「シャ
ローム東久留
米」の看取りケ
アを実施してき
て

シャローム東久
留米
（特養）
武田　忠雄

定期巡回随時対
応型訪問介護看
護事業における
人材育成の在り
方について

泰山
（特養）
中村　裕子

リハビリテー
ション栄養によ
るサルコペニア
とロコモティブ
シンドロームの
改善

偕楽園ホーム
（特養）
佐々木　要

看取りケアから
見えてきた、多
職種連携の重要
性

愛全園
（特養）
井本　昭美
宮城　哲郎

信頼関係をつく
るためのコミュ
ニケーションの
重要性

日本福祉教育専
門学校
並木　瑠奈

所属（種別）・氏名

第9会場／コンコードB

ポスター発表

9：20

①  　9：30

②  　9：40

③  　9：50

④  10：00

⑤　10：10

⑥　10：20

10：30

11：20

13：00

⑦　10：40

⑧　10：50

⑨　11：00

⑩　11：10

事故予防の観点
からセンサーロ
ボットカメラシ
ステム導入の効
果を解析

フローラ田無
（特養）
尾形　剛弥

地域における医
療連携による介
護お天気予報の
実践

泰山
（特養）
黒澤　眞穂

在宅福祉事業部
門におけるBCP
（事業継続計
画）の取り組み

至誠ホーム 至誠ケア
センターもとまち 国
分寺地域包括支援セ
ンターもとまち
（包括）
吉岡　正晶

新人研修プログ
ラムにおける心
理的負担度評価
（POMS-VAS)
の有効性

フローラ田無
（特養）
近藤　洋正

利用者が希望し主
体的に行う活動に
よるデイサービス
を利用する意欲の
向上と利用率に関
する研究

デイサービスセ
ンター 初音の
杜
（デイ）　
山田　喜光

健康けん玉部活
動による、社会
貢献活動への挑
戦

赤羽北さくら荘
（特養）
川崎　初美

「むせの無い誤
嚥」不顕性誤嚥
への取り組みと
効果

ケアハウス弘陽
園
（軽費）
橋本　隆史

お口スッキリ み
んな笑顔

中川園
（特養）
豊田　洋輔
野々宮　和樹

基本に立ち返り、
全職員で実践す
るターミナルケ
ア

多摩済生園・多
摩済生ケアセン
ター
（特養）
松尾　友美
丸山　真里子

利用者の生活を
より良くするた
めの多職種連携

清明園、他 
（特養）
根津　寛人、他

特養から自宅へ
帰宅する取り組
み

マザアス日野
（特養）
保住　州干子

うつ病入居者の
行動範囲を広め
た情報共有の取
り組み

ちょうふ花園
（特養）
松本　頼

夜間緊急時にお
ける介護職員の
不安解消につい
ての取り組み

ウエルガーデン 
西が丘園
（特養）
刈田　研二

介護職をメイン
職種と位置づけ
た多職種協働の
組織原理による
効果について

砧ホーム
（特養）
鈴木　健太

「相談」の専門職
として質の高い
サービスを目指
して

なぎさ和楽苑ケ
アセンター
（その他）
古岡　友喜
永峰　知子

御利用者のニー
ドを実現するた
めの取り組み実
践報告

今井苑
（特養）
馬場　由美子
徳丸　京太

デイサービス
利用中のスト
レス変動に関
する研究

昭島市高齢者在
宅サービスセン
ター愛全園
（デイ）
北條　祐貴子
菅原　純子

ご利用者が主体
的に運動できる
環境づくり

マザアス氷川
台
（デイ）
山口　圭司
井熊　尚美

特養で転倒を繰
り返す利用者が、
足指体操で転倒
減少・歩行安定・
姿勢改善した事
例

いずみの苑
（特養）
齋藤　隼人
草野　利恵子
内山　貴史

住民主体型サー
ビスの実践と社
会的効果

江東区城東ふれ
あいセンター
（その他）
小泉　智史
菅野　恵

ユニット型特養
入居者向けの体
操 DVD を考案
し余暇支援充実
を目指した取り
組み

羽村園
（特養）
桂澤　真実
佐藤　拓哉

褥瘡、スキンテ
ア、内出血減少
へ向け職員意欲
向上に取り組ん
だ具体的手法

多摩済生園・多
摩済生ケアセン
ター
（特養）
広井　翼
宮田　亜未

血行促進により
生じる身体機能
向上の関係性に
ついて

あゆみえん
（特養）
伊藤　麻耶
並木　春奈

高齢者が他者の
ために動くこと
を職員がサポー
トする個別支援

マイライフ徳丸
（ＧＨ）
今井　直美
高木　理望

＜　休　憩　＞

第12回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉  in 東京’17」口演発表・ポスター発表スケジュール第12回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉  in 東京’17」口演発表・ポスター発表スケジュール

4

＜　オリエンテーション　＞

　（居宅）・・・居宅サービス等、（訪介）・・・訪問介護事業所、（GH）・・・グループホーム

自由観覧時間

【講　演】

元淑徳大学短期大学
亀山　幸吉 先生

【講　演】

東洋大学社会学部
社会福祉学科
小泉　隆文 先生

【講　演】

上智社会福祉専門学校
堀米　史一 先生
 
 
 
 

調整中
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昼食を召し上がっていただきながらセミナーを聴講いただくことができます。
※ランチョンセミナーのみの申込はできません。

キャリア段位適合人事考課システムの導入と
処遇改善加算原資の有効活用について
介護人材が不足している中、人材の育成と定着が喫緊の課題となっていますが、多くの時間と労力を要す
るのが現状です。キャリア段位適合の人事考課システムを導入しつつ、介護職員処遇改善加算原資の使い
方について、キャリアパス要件とは別の考え方で切り分け、業績や行為別評価と連動させて有効活用する
手法について考えます。

【講師】 株式会社やさしい手　　　　  コンサルティング事業本部　ＳＶ5部　理事　川名部　直美　氏

　　　 株式会社くじらシステム開発　　　　　　　　　　　　　　　　   代表取締役　池村　健一　氏

「建築・設備から見た　 
　いままでの介護施設・これからの介護施設」
　～事業収支に関係するライフサイクルコストの考え方～
　
介護施設は人材確保や介護報酬が厳しくなる中で、事業収支をいかに適切に組み立てていくのかは各施
設の大きな課題です。とくに首都圏では人材難からみても人件費は高くなる傾向にある一方、収入はそれ
に伴い伸びることは現状の介護保険財政からは考えにくい状況です。そのような中、建物のエネルギーの
在り方や設備の経年劣化の状況などを踏まえ、省エネ・省コストを図ることで支出を抑える方策を一緒
に考えたいと思います。（施設経営者・管理者様を優先します。）

【講師】 神奈川県立保健福祉大学　　　　　  保健福祉学部　社会福祉学科　非常勤講師　山崎　敏　氏
高齢者のための街づくり、医療・保健・福祉環境などに関する調査研究を通じた、住宅・社会福祉施設など建
築に関連するコンサルティング業務において顕著な実績があり、厚生労働省、財務省等での福祉関連委員会の
委員を歴任。一級建築士。

　　　東京ガス株式会社　　　　　　　　　　  都市エネルギー事業部　技術支援部　知覧　彩香　氏

ランチョンセミナー（昼食付）　11：30～ 13：00　43階
要申込・先着順

先着80名
幕の内弁当付

主催：株式会社やさしい手
首都圏を中心として全国に訪問介護を主とした在宅介護サービスを展開。
主な居宅介護サービス：訪問介護/定期巡回・随時対応型訪問介護看護/居宅介護支援/デイサービス/訪問入浴
介護/福祉用具貸与・販売/住宅改修/地域包括支援センター（委託事業）/在宅介護支援センター/ショートステ
イ/訪問看護/看護小規模多機能型居宅介護

会場43階　「ムーンライト」

先着80名
幕の内弁当付

主催：東京ガス株式会社

会場43階　「スターライト」　　　　　
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学生参加者向けに、就職相談等を行うコーナーです。昨年結成した若手の介護職
ユニット「東京ケアリーダーズ」のメンバーが学生のみなさんからの質問にお答
えいたします。お気軽にお立ち寄り下さい！（予約不要）

「ケアの魅力、話せます。」
東京ケアリーダーズ　お仕事紹介コーナー　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：30～ 14：00　５階

全体会　15：10～ 17：00　５階

各発表会場における審査結果の発表および表彰式は、当日の全体会（15：１0～17：00）
の中で行います。
＊学生発表を除くすべての発表が審査の対象です。

◆ 優秀演題の表彰ならびに賞の授与 ◆

認知症の方の介護、その家族の視点

荒木 由美子さん

タレント

記念講演

佐賀県出身。

1976年「第1回ホリプロ・タレントスカウトキャラバ
ン」にてデビュー。多数のレギュラー番組を持ち、
司会やドラマなどでも活躍。

1983年、湯原昌幸と結婚を機に芸能活動を引退、
直後から同居の義母の介護に突入。子育てと並行
の２０年を経て、芸能界復帰。

現在、テレビ、ラジオの司会やコメンテーター、
介護や家族にまつわる講演で活躍中。
NHK-Eテレ「リハビリ・介護を生きる」など、
その他出演番組、ＣＭ、著書多数。

2006年より山梨県「富士の国やまなし観光大使」
を夫婦で勤める。趣味はワインと野球観戦。
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◆ JR新宿駅 西口 下車　徒歩5分
◆ 東京メトロ 丸ノ内線、都営新宿線、京王線、小田急線 新宿駅 下車　徒歩5分

◆ 都営大江戸線　都庁前駅（B1出口）すぐ

交　通　案　内

会　場　案　内　図

株式会社アイフィス 　アクティブ福祉 in 東京’17係
〒112‒0005　東京都文京区水道2‒10‒13

TEL 03-5395-1202　FAX 03-5395-1206

社会福祉法人東京都社会福祉協議会 福祉部 高齢担当 アクティブ福祉 in 東京 係
〒162-8953　東京都新宿区神楽河岸１－１

TEL 03-3268-7172　　FAX 03-3268-0635
【E-mail】kourei@tcsw.tvac.or.jp

参　加　申　込　先　　<参加申込、参加券、参加費に関する連絡先>

アクティブ福祉in東京 事務局　　<大会の内容に関する連絡先>


